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研究成果の概要（和文）：研究成果は四つの部分からなる。まず、戦前日本人研究者による満洲の都市、建築調
査の対象となった歴史的建造物を現地で再調査し、その史料価値を確認した上に、データベース化し、体系化し
た。二つ目は、個別の調査報告や論考を総合的に検証して、劇場建築類型と都城といった具体的な研究対象を通
して、北東アジア都市史と建築史の特質を明らかにした。三つ目は、日本と中国の専門家を一堂とする「東アジ
ア建築史・都市史を構築する円卓会議」を３回に渡って企画、運営し、北東アジア建築史・都市史を構築する概
念、方法と内容について検討した。最後に、歴史建造物のデータベースを地元に還元し、今後の修理、修復に役
に立つことが期待できる。

研究成果の概要（英文）：This research focused on Japanese Architects’ Manchuria fieldworks in Meiji
 era, especially the Manchuria survey had been done by Chuta Ito, Shintaro Ohe, toshigata Sano, 
Yoshikuni Okuma. In this project we systematize the Meiji era’s fieldwork and have compared the 
historical record with the building’s present condition. The research Achievements are not only the
 papers and books but also the symposium which the Japanese and Chinese scholars exchange the 
thinking to make the Japanese Architects’ Manchuria Fieldwork’s historical and modern meaning 
clearly. 

研究分野： 建築・都市史

キーワード： 北東アジア　建築史　都市史　満洲　村田治郎　稲葉岩吉

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年日本では、伊東忠太、関野貞の史料の
データベース化及び一般への啓蒙普及が進
められており、個々の遺物の基礎データ及び
戦前日本人のアジアに対する認識の形成を
主軸に整理され始めている。しかし、日本人
の中国建築・都市調査で、最も詳しく、深く
行われたのはむしろ満洲のものであった。特
に、1920 年代からは南満洲工業専門学校に
教授として勤めていた村田治郎や伊藤清造、
新京の建国大学の教授であった稲葉岩吉な
どは満洲に長年在住し、頻繁に調査、発掘を
行い、旺盛な執筆活動を行っていた。しかも、
当時の中国では、まだ近代的な建築学が創立
していない時期で、満洲の都市、建築調査が
日本人のみによって行われ、その史料的な価
値は極めて高い。そして、満洲の前近代の都
市や建築は、近隣の韓国や日本における近世
以降の宗教建築の様式や都城の空間構成と
の関連性が見え隠れしている。しかし、既存
の中国大陸に関する前近代の建築史、都市史
研究は中央王朝の王朝史に沿って研究され、
各地域文化の特質が無視されている。これら
の課題を解明することにより、北東アジアの
建築史を確立することが本研究の狙いであ
った。  
 
２．研究の目的 
明治期から昭和まで、日本人研究者が中国

の都市・建築を調査し、膨大な史料を残した。
近年、伊東忠太、関野貞の業績が整理された
が、13 世紀以前の中国内地の遺構への注目が
偏在し、かつ都市の視点が不在であり、中国
建築の周縁とされる満洲の都市・建築調査の
史料的な価値、学術的な位置付けを探求する
ことが放棄され、それが北東アジアの都市・
建築史を構築するために大切な史料である
ことが見過ごされてきた。本研究は、村田治
郎、伊藤清造、稲葉岩吉などを始めとする戦
前の日本人研究者の満洲都市・建築に関する
フィールドワーク及び言説をデータベース
化し、それらの遺構の所在をマッピングし、
時代性を明らかにした上で、史料の分析、統
合、論理化することを通して北東アジアの都
市・建築史を確立させることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、戦前の日本人研究者が調査し

た満洲の歴史的建造物や城郭をリスト化し、
調査時と現状を比較のため再調査し、遺構の
歴史的変化を明らかにする。次に、日本人研
究者の調査と戦後の中国人研究者の調査結
果を収集し、総合的な検証により、満洲の歴
史的建築物の全体像を解明する。また、中国
語、満洲語、ロシア語などの文献調査を行う。
特に日露戦争のロシア側の従軍記者が『Ни
ва』という雑誌に写真付で満洲の都城や民
家についてその見聞を記録した資料も利用
し、これまでにない広範囲の史料収集を行う。
これらの多言語文献、フールドワークの記録

などを統合し、さらに現状と照合して、北東
アジアの視点で都市・建築史を検証した。具
体的な検証項目は、皇室建築からみる１７世
紀から１８世紀の満洲建築の独自性；満洲族、
モンゴル族、朝鮮族、漢族といった多体系の
文化が都市空間への影響；劇場建築類型を通
して近代化過程に関する研究；満洲の都市と
民家と建築技術の独自性などである。 
 
４．研究成果 
本研究では、四つの大きな研究成果を得ら

れた。一つ目は、戦前日本人研究者による満
洲の都市、建築調査の対象となった歴史的建
造物を現地で再調査し、その史料価値を確認
した上に、データベース化し、体系化した。
二つ目は、北東アジアの都市・建築文化の特
質を明らかにした。既往の中国大陸の都市史、
建築史研究では漢族以外の少数民族の都市
及び建築文化からの視点が皆無であった。し
かし、北東アジアの都市・建築文化の特質は
正しく多民族、多文化の体系が共存すること
によってもたらされたのであることを、包が
「建築文化伝播と交流に関する研究現状及
び課題―中国少数民族地区を事例に」及び
「北東アジアの多文化体系における瀋陽の
都市空間構造」にて論証した。また、地域文
化の特質に着目して、劇場建築の事例を、奥
冨が「A Comparative study on China and 
Japan theaters in 16-19th centuries」及
び「从日本传统剧场的谱系看故宫倦勤斋戏
台」にて発表した。包は遊牧文化をベースに
建設されたフフホトがその後仏教都市への
転換による空間構成の変遷を明らかにした。
さらに、ロシアと中国の間の遠隔地貿易活動
により形成された売買城については、包が
「露清中継貿易ネットワークと売買城の形
成」を発表した。以上の論文により、北東ア
ジアの都市史・建築史の特質を明らかにした。
三つ目は、日本と中国の建築史専門家を一堂
にして、東アジア建築史・都市史を構築する
円卓会議を３回に渡って企画、運営し、その
中に北東アジアの位置付けを試み、北東アジ
ア建築史・都市史を構築する概念、方法と内
容について検討し、包が「東アジア建築史に
関する構想と新概念」でそれらをまとめ、今
後の構築作業の基礎的な整備ができたとい
えよう。以上の研究調査活動と研究成果の公
表によって、北東アジアの都市・建築史の再
構築に向けた新たな視座を提供できたと考
えている。 
最後に、戦前の満洲歴史的建造物のデータ

と現状を照合して、個々の建造物の基礎的な
情報を整理したデータベースを現地の関連
する大学、文化機構に提供し、今後現地での
歴史建造物、文化財の保存及び修復に役立つ
ことが期待できる。 
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